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三沢基地に無人航空機『グローバルホーク』が配備① 
 

＜グローバルホークとは？＞ 

2014 年 5 月 1 日より、三沢飛行場（MSJ/RJSM）に高 

高度無人偵察機：グローバルホークが配備されました。 

グローバルホークは、アフガニスタンやイラクなどで 

偵察機として使用された無人航空機で、全幅は約 40m 

と B737 より大きくなっています。（右記事：5/25 河北新報より） 

 

＜三沢空港だけではなく、周辺上空を飛行する航空機に影響の可能性も＞ 

 飛行方式は IFR で、管制間隔は通常の IFR 機と同様の管制間隔で運用することになってお

り、原則として MSJ での民間定期便と競合しない時間に飛行するとしています。上記太線内

29000ft-1000ft の空域を使用して「B 空域」へ飛行し、「B 空域」で 50000ft まで上昇すると

のことです。また、上記の上限 29000ft の空域を飛行している場合は、MSJ の ATIS に

“Unmanned aircraft operation are in progress”の用語が追加されることとなっています。しか

し、ご存じの通り、この空域には MEA29000ft 以下の北海道方面への AIRWAY も多数存在す

るため、MSJ 離発着の航空機だけへの発信では不十分であり、上空を飛行する全ての航空機

に情報を伝達すべきです。 

（②へ続く） 

 

 


